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２０１９年７月４日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ東海ユニオン「第 28 回定期大会」開催 

「ＵＮＩＯＮ ＦＵＴＵＲＥ ⇒２０２７」に基づく 

運動を着実に前進させることを確認！ 
 

ＪＲ東海ユニオンは、７月３日、名古屋マリオットアソシアホテルにおいて、

第 28 回定期大会を開催した。 

冒頭、挨拶に立った鎌田茂中央執行委員長は、「１年間積み上げた中期目標『Ｕ

ＮＩＯＮ ＦＵＴＵＲＥ ⇒２０２７』に基づく運動の更なる質的強化をめざ

し、『３つのアクション！』で示された各運動領域を全員参画で充実させていこ

う。６５歳定年延長などが盛り込まれた「新しい人事・賃金制度等」の見直しで

は、総対話行動を繰り返して組合員の意見を丁寧に集め、当初提案を上回る大き

な前進を図ることができた。今後も残る課題の改善に引き続き取り組んでいく。

そして、第 25 回参議院議員選挙では、榛葉議員を必ずや国政に送り出そう」と

力強く訴えた。 

大会には、榛葉賀津也参議院議員、ＪＲ東海会社から巣山副社長をはじめとす

る会社幹部、ＪＲ連合から荻山会長が出席し、それぞれ激励と連帯の挨拶を行っ

た。質疑では 20 人の代議員・特別代議員から組織課題や業務課題、そして新制

度についての発言があり、各執行委員の丁寧な答弁の後、尾形書記長による総括

答弁を行い、すべての議案が満場一致で承認された。 

役員改選では、新たに

丸山知章氏が副委員長

に、政所大祐氏が書記長

に就任するなどの新たな

執行部体制が選出され

た。 

 

 

 
ＪＲに集う全て

の仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 


